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【令和３(2021)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

本研究は、北ユーラシアをフィールドとして、水蒸気トレーサーモデル、陸域生態系モデル、凍土モ

デル、河川モデルを統合した、国際的にも他に例を見ない意欲的な統合モデルを独自に開発・改良して、

北極海海氷縮小による北ユーラシアの大気－陸域水循環の変動と植生や積雪との関係を解明しようと

するものである。 

 

（意見等） 

新型コロナウイルス感染症の影響により、陸域の現地観測はほとんど行われていないが、それ以外の

研究については、おおむね順調に進展している。 

現在のところ、カウンターパートによる現地観測データやリモートセンシング等のデータを活用し

て、複数の研究成果が得られており、本研究課題を継続することで、北方地域の大気－陸域水循環が将

来予測に貢献できる研究成果が期待できる。 

一方で、新型コロナウイルス感染症の影響によりフラックス観測システムの現地設置ができなかっ

たことなど、研究の進展に一部遅れが認められる。したがって、今後は新型コロナウイルス感染症の状

況について、幾つかのシナリオを考え、対応策を立てておくことが重要である。 

 


